
まちづくり団体と
連携した
新たな公園づくり
　荒井東１号公園は、地下鉄東西線の東のターミナル・荒井駅の
近くに、区画整理事業によって用地を確保された街区公園である。
当公園の特色は、計画段階に地域から「球技ができる公園」などの
要望を受け、換地の工夫などにより約７,１５０㎡の用地を生み出し、
当該地区でまちづくりに取り組む一般社団法人荒井タウンマネジメント
（荒井TM）と仙台市が協働により実現したところにある。具体的には、
公園の整備及び管理にあたって、都市再生推進法人の指定を受け
ている荒井ＴＭと仙台市との間で都市利便増進協定を締結。荒井
TMが約３,０５０㎡に運動施設（フットサル人工芝コートとクラブハウス）
を整備し、利用料収入などを公園全体の維持管理に充てることで、
公園の高質化を目指している。荒井ＴＭは、住民や企業の協力を得な
がらマルシェなど地区の賑わいづくりにも取り組んでおり、当公園はその
中心的存在として、地域とともに発展していくことが期待されている。

運動広場
（人工芝、防球ネット、ナイター設備など)

荒井TMと仙台市が
公園全体（約7,150㎡）で
都市利便増進協定を
締結。

荒井TMが、一部(約3,050㎡)に  
公園施設設置管理許可を得て、
人工芝コートや管理棟を整備。

コート利用料収入から
公園全体の維持管理を行う。

多目的広場

エントランス広場

駐車場

管理施設

都市利便増進協定の区域
公園施設設置管理許可の区域
（都市利益増進施設）
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荒井東地区のまちづくりの推進体制 
　荒井東地区は、仙台中心部より東に約７kmに位置し、地区にある地下鉄東
西線荒井駅から仙台駅まで約１４分で行くことができる。平成２２年から土地区画
整理事業が進められ、平成２５年１月には地区内での各種事業実現を目指してい
た民間企業８者と区画整理組合による「荒井東まちづくり協議会」を発足し、まち
づくり計画や街並みルールを策定し、それに基づいた計画的な土地利用の推進
や良好な市街地環境の整備を進めてきた。また、平成２５年５月には協議会メンバー
有志が中心となって一般社団法人荒井タウンマネジメントを設立し、地区の長期
的な価値向上につながるまちづくりを展開している。なお、荒井TMは、平成２８
年1月に、都市再生特別措置法に基づく都市再生推進法人指定を受けている。

荒井東1号公園のパークマネジメント
　土地区画整理事業の設計段階で、地元連合町内会からの要望があり、組合では荒井駅の近くに約７,１５０
㎡の公園用地を確保。また、サッカースポーツ少年団などが盛んな地域であったことから、仙台市に球技スポー
ツができる公園整備の提案を受けた。そこで、荒井ＴＭと仙台市が協議を重ね、下記のスキームによるパークマ
ネジメントを実現することとなった。
●荒井ＴＭが、公園の一部(約3,050㎡)を市から借り、フットサルやテニスなどを楽しめる運動施設や管理施設
などを資金調達して整備する。［都市公園法第５条　設置管理許可］
●市は、上記以外の多目的広場、エント
ランス広場等を整備する。
●荒井ＴＭは、運動施設運営のノウハウを
持つ団体と業務提携し運動施設等の運
営を行い、利用料などの収入を得て、
公園全体の日常的な清掃・点検、植栽
の維持管理を行う。
●上記内容について、市と荒井TMは、
都市再生特別措置法に規定される都市
利便増進協定（有効期間１０年間）を締
結する。

　なお、運動施設等を整備するにあたって、様 な々利用に対応できるよう、次のような工夫を行っている。
●フットサルとテニスの兼用の人工芝コート３面分を整備
●ナイター設備も完備
●公園全体を利用したイベント開催を可能とする開閉式の防球ネット
●管理施設には、更衣室やシャワー室、待合スペースなども整備
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